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あなたに身近な

に気づいていますか？
詳しくは P5〜7へ

本
号
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま

す
が
、
６
月
議
会
初
日
の
議
案

提
案
の
際
本
年
度
早
速
取
り
組

ん
で
い
る
施
政
方
針
施
策
に
つ

い
て
進
捗
報
告
し
ま
し
た
。

危
機
管
理
の
徹
底
強
化
で
は
、

出
水
期
に
備
え
関
係
機
関
と
災

害
発
生
危
険
箇
所
の
調
査
や
職

員
災
害
対
応
机
上
訓
練
を
行
い

万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
と
交
流
人
口
関
係
人
口

の
相
互
発
展
で
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
や
観
光
振
興

な
ど
の
観
光
施
策
を
市
長
会
提

案
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
文
化
財
の
先
進

的
多
用
途
活
用
に
よ
り
経
済
税

収
効
果
を
高
め
る
と
い
う
概
念

も
新
た
に
盛
り
込
み
、
国
県
へ

の
働
き
か
け
を
強
め
ま
す
。

新
し
い
公
共
を
テ
ー
マ
と
し

た
仕
組
み
づ
く
り
で
は
、
早
速

に
自
治
協
議
会
総
会
後
の
防
災

講
座
に
て
地
域
防
災
に
関
す
る

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
関
係
団
体
等
が
様
々

な
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
持
ち
寄
り
、

対
話
を
重
ね
、
相
互
に
連
携
し

つ
つ
課
題
解
決
を
図
る
座
談
会

な
ど
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。
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太
宰
府
の
文
化
財
470

　
太
宰
府
市
北
東
部
に
位
置
す
る
標
高
８

２
９
.
６
ｍ
の
史
跡
宝
満
山
の
山
中
で
は
、

発
掘
調
査
に
よ
り
３
つ
の
礎
石
建
物
の
遺

構
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の

１
つ
が
、
今
回
紹
介
す
る
現
在
の
竈
門
神

社
の
駐
車
場
の
上
段
に
位
置
す
る
下
宮
礎

石
跡
で
す
。

　
発
掘
調
査
に
関
し
て
は
、
平
成
21
年
８

月
号
太
宰
府
の
文
化
財
２
９
１
号
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
建
物
は
、
五
間

四
面
の
本
体
正
面
(
西
側
)
に
、
孫
庇
が
つ

く
七
間
堂
で
す
。
建
築
的
に
は
桁
行
七
間
、

梁
間
五
間
の
建
物
と
言
い
ま
す
。
こ
の
孫

庇
部
は
、
現
存
す
る
古
代
~
中
世
建
造
物

の
調
査
事
例
の
類
例
か
ら
、
本
堂
前
に
あ

る
礼
拝
・
読
経
を
行
う
堂
で
あ
る
「
礼
堂
」

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
建
物
が
建
築
さ
れ

た
時
期
は
、
出
土
遺
物
か
ら
考
え
て
12
世

紀
後
半
~
13
世
紀
初
頭
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
建
物
の
類
例
と
し
て
、
現

存
遺
構
で
は
、
奈
良
県
室
生
寺
金
堂
、
現
存

遺
構
の
前
身
形
態
と
し
て
の
奈
良
県
当
麻

寺
曼
荼
羅
堂
前
身
堂
、
発
掘
調
査
の
遺
構

と
し
て
静
岡
県
大
知
波
峠
廃
寺
、
文
献
史

料
か
ら
知
ら
れ
る
も
の
に
京
都
府
広
隆
寺

講
堂
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
前
述
の
建
物
群
と
現
地
の
遺
構
の
状
況

を
検
討
し
た
山
岸
常
人
氏
(
京
都
大
学
名

誉
教
授
)
が
復
元
し
た
図
面
で
は
、
身
舎

(
母
屋
)
と
庇
が
あ
る
本
体
に
、
孫
庇
部
分

を
縋
破
風
で
付
加
し
た
構
造
と
し
、
身
舎

内
部
の
床
束
礎
石
の
存
在
か
ら
、
内
陣
が

板
張
り
で
、
礼
堂
も
同
様
に
板
張
り
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
縁
は
礼
堂
部
分
の
み

と
推
定
・
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
桁
行
23
.

２
ｍ
、
梁
間
17
.
５
ｍ
の
規
模
の
建
物
は
、

全
国
八
幡
宮
総
本
社
と
し
て
有
名
な
宇
佐

八
幡
宮
の
神
宮
寺
で
あ
っ
た
宇
佐
弥
勒
寺

講
堂
が
桁
行
33
ｍ
、
梁
行
14
ｍ
と
巨
大
な

も
の
で
す
が
、
こ
れ
に
次
ぐ
レ
ベ
ル
で
あ

り
、
当
時
の
宝
満
山
内
寺
院
の
隆
盛
が
う

か
が
え
ま
す
。
こ
の
建
物
は
宝
満
の
山
中

で
も
最
大
の
規
模
で
あ
り
、
竈
門
山
寺(
大

山
寺
、
有
智
山
寺
)の
中
心
的
な
仏
堂
と
し

て
、
史
跡
宝
満
山
の
中
で
、
と
て
も
重
要
な

場
所
と
言
え
ま
す
。

　
『
史
跡
宝
満
山
保
存
活
用
計
画
』
で
は
、

こ
の
下
宮
礎
石
跡
に
つ
い
て
、
文
化
財
解

説
サ
イ
ン
の
設
置
、
破
損
土
壇
の
修
復(
盛

土
)
、
礎
石
の
復
元
、
建
物
範
囲
の
明
示
な

ど
の
史
跡
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
区
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
・
４
年
の
10
月
に
「
竈
門
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」
と
称
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
と

協
議
を
重
ね
、
下
宮
礎
石
跡
の
意
味
を
理

解
・
配
慮
し
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を
配
置
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
に
照
ら

さ
れ
た
礎
石
群
は
と
て
も
綺
麗
で
、
史
跡

活
用
の
新
し
い
形
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
今
後
も
史
跡
を
守
り
な
が
ら
活
用
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

文
化
財
課
　
　
髙
橋
　
学

太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！

▲下宮礎石建物復元図【山岸常人監修】

　（『宝満山遺跡群６』より引用）

▲堂舎比較図（『宝満山遺跡群６』より引用）

▲竈門キャンドルナイトイベントの様子
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宇佐弥勒寺講堂礎石配置図

宝満山下宮礎石跡礎石配置図
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